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２８ 

 

５ 中小企業センター等 

 

■ 建物総合評価（平成２４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 評価指標「⑤維持管理費」については、比較対象施設が無い。 

 

■ 施設一覧 

 

 

 

 

 

 

※ 勤労福祉会館は、会議室・体育室等を中心とした施設です。中小企業センターは、ホールと会議室等を中
心とした施設です。消費生活センターは研修室と情報コーナーを中心とした施設です。３施設合計で目黒
区民センター内の８，６３８㎡を占めています。 

 

パターン②

　該当施設 建築年度

1

# 昭和49

#

・老朽化が進行している

⇒建替え又は大規模改修 などの老朽

化対策の検討が必要な施設

目黒区民センター

＜ 1 施設 ＞

老朽化
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パターン1以外で
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優先２
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価

該
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施

設

・旧耐震基準の建物で、特に築年も古

く、早急な耐震化と老朽化対策が必要

です。

コ

メ

ン

ト

築30 年以上と老朽化が進行しており、大

規模改修工事などの検討が必要です。 

G001 1 勤労福祉会館 1,598.28

G002 2 中小企業センター 6,286.67
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■ スペース構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 全施設合計機能別 利用状況（平成２２年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課 題  

課題① 築３０年以上経過しており、大規模改修（※）などの対応が必要である。 

課題② 集会室、スポーツ施設、ホール等を有するが、全体稼働率（※）は４７．４％と低く、対

応策についての検討が必要である。今後は、中小企業の支援や勤労福祉の充実という視

点から、どのような機能を有する施設・設備が必要かの検討が課題となる。 

 

56.0%

37.1%

44.6%

35.3%

9.3%

3,373 

341 

410 

149 

86 

【6,019コマ】

【918コマ】

【919コマ】

【422コマ】

【924コマ】

集会室

和室

ホール

卓球室

洋弓場

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

（件）

利用可能コマ数

40％未満 60％以上

全体稼働率
47.4%

（コマ）

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500

338 113 104 

66 

その他共用部等

763

514

勤労福祉会館

中小企業センター

消費者センター

（㎡）

1,293

279.5

298.6

129.2

1,598.28 

6,286.67 

753.49 

338 113 104 

66 

その他共用部等

763

514

勤労福祉会館

中小企業センター

消費者センター

（㎡）

1,293

279.5

298.6

129.2

1,598.28 

6,286.67 

753.49 

338 113 104 

66 

その他共用部等

763

480

勤労福祉会館

中小企業センター

消費生活センター

（㎡）

1,293

279.5

298.6

129.2

1,598.28 

6,286.67 

753.49 
338 113 104 

66 

その他共用部等

763

514

勤労福祉会館

中小企業センター

消費者センター

（㎡）

1,293

279.5

298.6

129.2

1,598.28 

6,286.67 

753.49 

338 113 104 

66 

その他共用部等

763

514

勤労福祉会館

中小企業センター

消費者センター

（㎡）

1,293

279.5

298.6

129.2

1,598.28 

6,286.67 

753.49 

338 113 104 

66 

その他共用部等

763

480

勤労福祉会館

中小企業センター

消費生活センター

（㎡）

1,293

279.5

298.6

129.2

1,598.28 

6,286.67 

753.49 

中小企業センター勤労福祉会館消費生活センター

美
術
館

図
書
館

体
育
館

社
会
教
育
館

児
童
館

753㎡

1,598㎡ 6287㎡

目黒区民
センター

中小企業センターホール

中小企業センター等施設 合計8,638㎡

会議室・和室

280 299129



第２章 用途別施設の現状と課題 

 

３０ 

 

６ 居住施設 

 

■ 建物総合評価（平成２４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 区営上目黒四丁目アパートは、平成１８・１９年度に全面リフォーム済みである。 

 

パターン⑤

　該当施設 建築年度

# 区営住宅清水町アパート 平成24
# 区営住宅青葉台一丁目アパート 平成21
# 区営住宅上目黒一丁目アパート 平成21
# 区民住宅東が丘一丁目住宅 平成6
# 高齢者福祉住宅コーポ目黒本町二丁目 平成23
# 高齢者福祉住宅コーポ清水町 平成24
# 区民住宅ボヌール白子 平成7
# 区民住宅ヒルズ大橋 平成8
# 区民住宅プラトー青葉台 平成9
# 高齢者福祉住宅コーポ八雲 平成22
# 高齢者福祉住宅コーポ中央町一丁目 平成23
#
#

　　　　　　　　　｜

・特に問題のない施設です

＜ 11 施設 ＞

・特に問題がない施設

問題なし

｜

評
　
　
価

コ
メ
ン
ト

該
当
施
設

｜

評
　
　
価

コ
メ
ン
ト

該
当
施
設

パターン② パターン③ パターン④ パターン⑤

　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度

2 区営住宅中町一丁目アパート 昭和52 3 区営住宅東が丘一丁目アパート 昭和59 1 区営住宅上目黒四丁目アパート 昭和50 # 区民住宅スピティ目黒 平成6
4 区営住宅碑文谷四丁目アパート 昭和50 6 区営住宅下目黒五丁目アパート 昭和61 # 区営住宅目黒本町四丁目アパート 平成16 # 区民住宅トリアス中目黒 平成8
5 区営住宅八雲五丁目アパート 昭和56 9 区営住宅青葉台二丁目アパート 昭和59 # 区民住宅三田一丁目住宅 平成6 # 区民住宅ヒルフォートメグロ 平成8
8 区営住宅南一丁目アパート 昭和44 # 区営住宅東が丘一丁目第２アパート 昭和63 # 三田地区整備事業住宅 平成6 # 区民住宅グランシャリオ洗足 平成9
# 高齢者福祉住宅はぎ荘 昭和57 # 従前居住者用住宅コーポ目黒本町 平成4 # 従前居住者用住宅ホーム月光原 平成12 # 区民住宅チェリーブロッサムコート目黒 平成8
# 高齢者福祉住宅しいの木荘 昭和56 # 高齢者福祉住宅コーポ目黒本町 平成4 # 高齢者福祉住宅コーポ柿の木坂 平成10 # 区民住宅グロリア学芸大 平成9
# # 高齢者福祉住宅コーポ中町 平成3 # 高齢者福祉住宅コーポ中目黒 平成9 # 区民住宅柿の木坂森戸マンション 平成11
# # 高齢者福祉住宅コーポみずなか 平成元 # 高齢者福祉住宅コーポ三田 平成6 # 区民住宅メイプル中目黒 平成12
# # 高齢者福祉住宅コーポ中央町 平成元 # 高齢者福祉住宅コーポ目黒 平成5 # 区民住宅五反山ヒルズ 平成12
# # # # 区民住宅サント・コア目黒 平成13
# # # # 高齢者福祉住宅コーポ烏森 平成7
# # # # 高齢者福祉住宅コーポ蛇崩 平成10
# # # # 高齢者福祉住宅コーポ平町 平成21

　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜

・老朽化が進行している
⇒建替え又は大規模改修 などの老朽化対策の
検討が必要な施設

・耐震安全性は確保されていますが、築30年を
経過し、老朽化が進行しており、今後老朽化対
策が必要です。

・新耐震基準の建物ですが、築20年を超えてお
り、計画的な老朽化対策の検討が必要になって
います。

＜ 6 施設 ＞ ＜ 9 施設 ＞ ＜ 9 施設 ＞ ＜ 13 施設 ＞

・老朽化が進行している
⇒今後、老朽化対策の検討が必要な施設

・バリアフリー、環境対応が未完了
⇒今後、バリアフリーや環境対応が完了していない
部分の整備が望まれる施設

・維持管理費が用途平均値より4割以上高い

・比較的新しい施設ですが、バリアフリーや環境対応
が完了していないため、計画的な改修や効率のよい
設備の導入などの対応が望まれます。

・ 効率の悪い設備への対応の検討が必要で
す。
・ 修繕費には、入退居にかかわる修繕費を含み
ます。

老朽化 今後 老朽化 バリアフリー・環境対応 維持管理費が改善の可能性がある施設
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②=2の施設
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パターン1以外で

②=1の施設

優先２

借上げ施設

借上げ施設
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借上げ施設
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 課 題  

課題① 築２０年以上経過している借り上げの施設は、老朽化対策が必要であるが、実施の時期

や方法、契約の更新などについて、所有者との協議が必要である。 

課題② 築２０年以上経過している区有の施設は、大規模改修（※）などの対応や計画的な老朽化

への対応が必要である。 

課題③ バリアフリー（※）、環境対応が完了していない施設は、計画的な改修や効率のよい設備

の導入などの対応が必要である。 
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７ 児童館 

 

■ 建物総合評価（平成２４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 東山児童館は昭和５８年度に改修工事を実施済みである。 

※ 中央町児童館は平成２１年度に改修工事を実施済みである。 

 

パターン② パターン③ パターン④

　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度

2 東山児童館 昭和34 3 烏森住区センター児童館 平成2 1 駒場児童館 平成6
5 目黒区民センター児童館 昭和49 4 中目黒住区センター児童館 平成3 # 八雲住区センター児童館 平成9
7 上目黒住区センター児童館 昭和54 6 不動児童館 平成3 #
# 中央町児童館 昭和36 8 油面住区センター児童館 昭和61 #
# 緑が丘児童館 昭和54 9 五本木住区センター児童館 昭和58 #
# # 向原住区センター児童館 昭和59 #
# # 原町住区センター児童館 昭和62 #

｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜

・耐震改修工事は完了しているもの
の、築30年以上と老朽化が進行してお
り、大規模改修工事などの対応が必要
です。

・いずれも新耐震基準の建物ですが、
築20年を超えており、計画的な老朽化
対策の検討が必要になっています。

・比較的新しい施設ですが、バリアフ
リーや環境対応が完了していないた
め、計画的な改修や効率のよい設備の
導入などの対応が望まれます。

・老朽化が進行している
⇒今後、老朽化対策の検討が必要な
施設

・バリアフリー、環境対応が未完了
⇒今後、バリアフリーや環境対応が完
了していない部分の整備が望まれる施
設

＜ 7 施設 ＞ ＜ 2 施設 ＞

評
　
　
価

・老朽化が進行している
⇒建替え又は大規模改修 などの老朽
化対策の検討が必要な施設

該
当
施
設

コ
メ
ン
ト

＜ 5 施設 ＞

老朽化 今後 老朽化 バリアフリー・環境対応
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②=1の施設

優先２
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パターン1以外で
②=2の施設

優先３
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■ 施設配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課 題  

課題① 学童保育クラブの偏在化対策の受け皿としての機能も有しており、未整備地域である西

部地域を中心に配置拡充の検討が必要である。整備のためには、運営形態等も含めて総

合的な検討が必要である。 

課題② 築２０年以上経過している施設は、大規模改修（※）などの対応や計画的な老朽化への対

応が必要である。 

 

■ 区の取組状況 

平成２５年度から、委託化を含めた事業運営方法の抜本的な見直しに向けた取組を進めている。 
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８ 学童保育クラブ 

 

■ 建物総合評価（平成２４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 学童保育クラブの維持管理費は多くが児童館等の併設施設に含まれているため、維持管理費の評価は対象外と
する。 

※ 東山児童館学童保育クラブ、東山児童館第二学童保育クラブは、昭和５８年度に改修工事を実施済みである。 
※ 中央町児童館学童保育クラブは、平成２１年度に改修工事を実施済みである。 
※ 東根学童保育クラブは、平成１１年度に増築(新築)した施設である。 

 

パターン② パターン③ パターン④

　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度

1 東山児童館学童保育クラブ 昭和34 5 中目黒住区センター児童館学童保育クラブ 平成3 2 東山児童館第二学童保育クラブ 平成10 # 大岡山学童保育クラブ 平成20

3
菅刈学童保育クラブ
（東山児童館分室） 昭和55 7 不動児童館学童保育クラブ 平成3 #

中根小学校内学童保育クラブ
（緑が丘児童館分室） 平成23 #

4
烏森住区センター児童館学童保育クラ
ブ

昭和34 # 油面住区センター児童館学童保育クラブ 昭和61 # 八雲住区センター児童館学童保育クラブ 平成9 #

6 目黒区民センター児童館学童保育クラブ 昭和49 # 五本木住区センター児童館学童保育クラブ 昭和58 # 東根学童保育クラブ 平成11 #

8 田道小学校内学童保育クラブ 昭和38 #
鷹番学童保育クラブ
（五本木住区センター児童館分室） 平成3 # #

9 上目黒住区センター児童館学童保育クラブ 昭和54 # 向原住区センター児童館学童保育クラブ 昭和59 # #

#
目黒本町学童保育クラブ
（向原住区センター児童館分室） 昭和56 # 原町住区センター児童館学童保育クラブ 昭和62 # #

#
ひもんや学童保育クラブ
（原町住区センター児童館分室） 昭和42 #

宮前小学校内学童保育クラブ
（八雲住区センター児童館分室） 昭和59 # #

# 緑が丘児童館学童保育クラブ 昭和54 # # #

# 中央町児童館学童保育クラブ 昭和36 # # #

# # # #
# # # #
# # # #

｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜

該
当
施
設

コ
メ
ン
ト

・特に問題がない施設

・耐震改修工事は完了しているものの、築30年以上
と老朽化が進行しており、大規模改修工事などの対
応が必要です。

・新耐震基準の建物ですが、築20年を超えており、
計画的な老朽化対策の検討が必要になっていま
す。

・比較的新しい施設ですが、バリアフリーや環境対
応が完了していないため、計画的な改修や効率の
よい設備の導入などの対応が望まれます。

・特に問題のない施設です。

・老朽化が進行している
⇒今後、老朽化対策の検討が必要な施設

＜ 1 施設 ＞

評
　
　
価

・老朽化が進行している
⇒建替え又は大規模改修 などの老朽化対策の検
討が必要な施設

・バリアフリー、環境対応が未完了
⇒今後、バリアフリーや環境対応が完了していない
部分の整備が望まれる施設

＜ 4 施設 ＞＜ 10 施設 ＞ ＜ 8 施設 ＞

老朽化 今後 老朽化 問題なしバリアフリー・環境対応

0

1

2

3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1以外で
②=2の施設

優先３

0

1

2

3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1以外で

②=1の施設

優先２

0

1

2

3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

0

1

2

3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1～3
以外で③又は④
が1～2の施設

優先４
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■ 施設別登録者数（平成２２年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課 題  

課題① 築２０年以上経過している施設は、大規模改修（※）などの対応や計画的な老朽化への対

応が必要である。 

課題② 年度、地域により、利用者数に偏在化が見られ、老朽化対策とともに、定員拡大を含め

た配置拡充の検討が必要である。整備のためには、運営形態等も含めて総合的な検討が

必要である。 

 

■ 区の取組状況 

平成２５年度から、委託化を含めた事業運営方法の抜本的な見直しに向けた取組を進めている。 
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東山児童館学童保育クラブ

東山児童館第二学童保育クラブ

菅刈学童保育クラブ

烏森住区センター児童館学童保育クラブ

中目黒住区センター児童館学童保育クラブ

目黒区民センター児童館学童保育クラブ

不動児童館学童保育クラブ

田道小学校内学童保育クラブ

上目黒住区センター児童館学童保育クラブ

油面住区センター児童館学童保育クラブ

五本木住区センター児童館学童保育クラブ

鷹番学童保育クラブ

向原住区センター児童館学童保育クラブ

目黒本町学童保育クラブ

原町住区センター児童館学童保育クラブ

ひもんや学童保育クラブ

緑が丘児童館学童保育クラブ

中根小学校内学童保育クラブ

八雲住区センター児童館学童保育クラブ

宮前小学校内学童保育クラブ

中央町児童館学童保育クラブ

大岡山学童保育クラブ

東根学童保育クラブ

（人）

入所率
103％

定員 登録者数
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９ 保育園 

 

■ 建物総合評価（平成２４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 祐天寺保育園は平成２１年度に大規模改修（※）工事を実施済み。 

※ 中央町保育園は平成２３年度に改修工事を実施済み。 

※ 南保育園は平成２３年度に大規模改修（※）工事を実施済み。  

 

■ 待機児童数の推移 

 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 

０歳児クラス ３８ １０ １２ ２８ ３０ 

１歳児クラス ５９ ２２ ２６ ７８ ６２ 

２歳児クラス ３１ １１ １５ ２２ １８ 

３歳児クラス １４ ６ ５ １４ １８ 

４歳児クラス １ ２ １ １ ４ 

５歳児クラス １ ０ ０ ０ ０ 

合    計 １４４ ５１ ５９ １４３ １３２ 

※ 資料：区ホームページ 

パターン② パターン③ パターン④ パターン⑤

　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度

1 駒場保育園 昭和50 4 第二上目黒保育園 昭和60 7 田道保育園 平成5 1 第二ひもんや保育園 平成23
2 菅刈保育園 昭和55 # # 祐天寺保育園 昭和50 # 祐天寺保育園 昭和50
3 東山保育園 昭和47 # # 中央町保育園 昭和50 #
5 上目黒保育園 昭和34 # # 原町保育園 平成13 #
6 中目黒保育園 昭和46 # # 南保育園 昭和49 #
8 不動保育園 昭和56 # # 八雲保育園 平成16 #
9 中町保育園 昭和42 # # 目黒保育園 平成19 #
# 目黒本町保育園 昭和56 # # 中目黒駅前保育園 平成21 #
# ひもんや保育園 昭和42 # # #
# 第三ひもんや保育園 昭和37 # # #
# 鷹番保育園 昭和53 # # #
# 大岡山保育園 昭和52 # # #
# # # #
# # # #

　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜

＜ 8 施設 ＞

・特に問題がない施設

・耐震改修工事は完了しているもの
の、築30年以上と老朽化が進行してお
り、大規模改修工事などの対応が必要
です。

・新耐震基準の建物ですが、築20年を
超えており、計画的な老朽化対策の検
討が必要になっています。

・比較的新しい施設又は大規模改修を
実施した施設ですが、バリアフリーや環
境対応が完了していないため、計画的
な改修や効率のよい設備の導入などの
対応が望まれます。

・特に問題のない施設です。

・老朽化が進行している
⇒今後、老朽化対策の検討が必要な
施設

・バリアフリー、環境対応が未完了
⇒今後、バリアフリーや環境対応が完
了していない部分の整備が望まれる施
設

＜ 12 施設 ＞ ＜ 1 施設 ＞ ＜ 1 施設 ＞

・老朽化が進行している
⇒建替え又は大規模改修 などの老朽
化対策の検討が必要な施設

老朽化 今後 老朽化 バリアフリー・環境対応 問題なし

0
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3
①耐震安全性
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状況
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対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1～3
以外で③又は④
が1～2の施設

優先４
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④環境
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⑤維持
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振分基準;

パターン1以外で

②=1の施設

優先２

0
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①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1以外で
②=2の施設

優先３

｜

評
　
　
価

該
当
施
設

コ
メ
ン
ト

0
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3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

借上げ施設
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■ 施設別在籍児童数（平成２２年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 施設別トータルコスト（平成２２年度） 
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 課 題  

課題① 待機児童の解消は区政の喫緊の課題であり、当分の間は保育需要の伸びが続くことが予

想されることから、民間活力の活用を前提とした保育施設の増設が必要である。施設の

更新の際には、定員拡大を含めた検討が必要であり、整備のためには、運営形態等も含

めて総合的な検討が必要である。 

課題② 築２０年以上経過している施設は、大規模改修（※）などの対応や計画的な老朽化への対応

が必要である。 

課題③ 区の直営園の運営費に比べ指定管理の民営園の運営費の方が低い。今後も引き続き運営

の効率化を図っていく必要がある。 

 

■ 区の取組状況 

平成２５年度から、４園の区立保育園の民営化に向けた取組を進めている。 
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１０ 高齢者福祉施設 

 

■ 建物総合評価（平成２４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 中目黒高齢者在宅サービスセンターは平成２５年３月に廃止された。 

 

 課 題  

課題① 築２０年以上経過している施設は、計画的な老朽化への対応が必要である。 

 

■ 区の取組状況 

平成２５年３月に中目黒高齢者在宅サービスセンターを廃止した。田道高齢者在宅サービスセ

ンターは平成２６年３月を目途に廃止し、民間が運営する小規模多機能型居宅介護事業所への

転用について調整している。 

 

パターン③ パターン④

　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度

1 特別養護老人ホーム中目黒 平成元 2 特別養護老人ホーム東が丘 平成6
4 中目黒高齢者在宅サービスセンター 平成元 3 特別養護老人ホーム東山 平成11
5 田道高齢者在宅サービスセンター 平成4 6 東が丘高齢者在宅サービスセンター 平成6
# 高齢者センター 平成4 7 東山高齢者在宅サービスセンター 平成11
# 8 東が丘在宅介護支援センター 平成6
# 9 東山在宅介護支援センター 平成11
# #
# #
# #
# #

｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜

評
　
　
価

・いずれも新耐震基準の建物ですが、築20年を
超えており、計画的な老朽化対策の検討が必
要になっています。

・比較的新しい施設ですが、バリアフリーや環境
対応が一部未了のものがあり、計画的な改修
や効率のよい設備の導入などの対応が望まれ
ます。

・老朽化が進行している
⇒今後、老朽化対策の検討が必要な施設

・バリアフリー、環境対応が未完了
⇒今後、バリアフリーや環境対応が完了してい
ない部分の整備が望まれる施設

＜ 4 施設 ＞ ＜ 6 施設 ＞

該
当
施
設

コ
メ
ン
ト

今後 老朽化 バリアフリー・環境対応

0

1

2

3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1～3
以外で③又は④
が1～2の施設

優先４

0

1

2

3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1以外で
②=2の施設

優先３



第２章 用途別施設の現状と課題 

 

４０ 

 

１１ 老人いこいの家 

 

■ 建物総合評価（平成２４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 利用者１人当たりコスト（平成２２年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パターン② パターン③ パターン④ パターン⑤

　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度 　該当施設 建築年度

2 菅刈老人いこいの家 昭和55 1 駒場老人いこいの家 平成3 # 鷹番老人いこいの家 平成7 # 中町老人いこいの家 平成15
3 東山老人いこいの家 昭和51 4 烏森老人いこいの家 平成2 # 自由が丘老人いこいの家 平成5 # 平町老人いこいの家 平成20
5 上二老人いこいの家 昭和43 7 三田分室老人いこいの家 昭和59 # 八雲老人いこいの家 平成9 #
6 田道老人いこいの家 昭和49 8 下目黒老人いこいの家 平成2 # #
9 不動老人いこいの家 昭和52 # 上目黒老人いこいの家 平成3 # #
# 五本木老人いこいの家 昭和44 # 向原老人いこいの家 昭和59 # #
# 月光原老人いこいの家 昭和55 # 中根老人いこいの家 平成2 # #
# 碑老人いこいの家 昭和53 # 宮前分室老人いこいの家 昭和59 # #
# 原町老人いこいの家 昭和43 # 東根老人いこいの家 昭和59 # #
# 大岡山東老人いこいの家 昭和56 # # #

｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜ 　　　　　　　　　｜

＜ 2 施設 ＞

該
当
施
設

コ
メ
ン
ト

・特に問題がない施設

・耐震改修工事は完了しているものの、
築30年以上と老朽化が進行しており、
大規模改修工事などの対応が必要で
す。

・いずれも新耐震基準の建物ですが、築20年
を超えており、計画的な老朽化対策の検討が
必要になっています。

・比較的新しい施設ですが、環境対応
が完了していないため、計画的な改修
や効率のよい設備の導入などの対応
が望まれます。

・特に問題のない施設です

・老朽化が進行している
⇒今後、老朽化対策の検討が必要な施設

・環境対応が未完了
⇒今後、環境対応が完了していない部
分の整備が望まれる施設

＜ 3 施設 ＞＜ 9 施設 ＞＜ 10 施設 ＞

評
　
　
価

・老朽化が進行している
⇒建替え又は大規模改修 などの老朽
化対策の検討が必要な施設

老朽化 今後 老朽化 環境対応 問題なし
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3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1～3
以外で④が1～2
の施設

優先４

0
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3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境
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⑤維持

管理

0
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3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1以外で

②=1の施設

優先２

0

1

2

3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理

振分基準;

パターン1以外で
②=2の施設

優先３
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第２章 用途別施設の現状と課題 

 

４１ 

 

 課 題  

課題① 築２０年以上経過している施設は、大規模改修（※）などの対応や計画的な老朽化への対

応が必要である。 

課題② 利用者１人当たりにかかるコストに差がある。 

 

■ 区の取組状況 

運用方法の見直しを行い、平成２４年度から２施設、２５年度からさらに１施設について管理

運営を委託している。 
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